
行 政 視 察 報 告 書

令和 と年 )月 だ 日

長浜市議会議長 様

長浜市議会議員   押谷 正春

私が出席 した次の行政視察の結果について報告します。

記

( N01 )

行政ネ見察

6年 1月  31日 (水 )～ 2月  2日 (金 )

・定住促進対策事業について

。地域包括ケアシステムについて

。地方独立行政法人方式について

・地域医療 と入退院支援連携ガイドブックについて

1.視察等名

2.視察期間  令和

3.視察場所及び目的

①長崎県雲仙市

②長崎県長崎市

③長崎県諫早市

4.調査内容感想等

・視察の目的

1こつ ヤヽ

O地域包括ケアシステ ムについて

○地方独立行 方式 につ い て

○地域医療 と入 菫揺 i車控ガイ ドブックについて

・視察の内容      !

○定住促進対策事業にあいて                 ,

年の 70.418人 と比較すると、60年間で 41.6%の減少 2050年の本市の人日は

23,609人 と集計されており2020年 と比較すると42.60/O減少する見込みでありi

長 浜 市 議 会



人口減少対策は喫緊の課題である。 者 は令和 4年で 250人を

( N02 )

成ハ外国人

の就労 目的の移住 もある。移住、定住 として移住コーディネ―ター として 2

名の職員を酉己違垂∩

お試 し住宅事業

利用料無料

2～ 30日 間利用可能で現在 がよれない状況になつている

空き家バンク

リフォーム補助 50万円 介手数料補員ノもを実施∩

UIタ

新規住宅取得補助金 固定資産税補助 中古住宅購入補助金

その他の支援

奨学資金償還補助金 結婚支援金 赤ちゃん支援金

仕事の支援

農業研修者への支援 漁業研修者への支援 創業支援などの支援の充実を図る。

課題 として、充実 した支援や地域の魅力があってモ)、 情報 が無い と移住定住

に繋が らないハ

○地域包括ケアシステムについて

薦ξ歯命イ監憂籐が 2025 年 こは 35%力紹 えるハ高齢化のピーク tこ津す るハ地域包括

セ ンターが 20か所 り、認知症ケアの人員を配置されているハ高齢化 の 1人暮

らし世帯や高齢夫婦世帯が非常に高いぉ特別養護老人ホ―ム、孝 人保健福祉施設

以外で在宅介護が多い。

住宅医療の状況につしヽては、坂の町長崎は診療所が多い。 中核市では 1位で

ある。介護 不足については、医療 。 祉分野でイ動く人が最 も多いとこギゝかかわ

らず人材不足である^太 人ア)ミ 望すo介護形熊、終末期の療養場 宅 1狩 白 こされてい

るÅ長崎市地域包括ケア推進協議会の設立 し、地域包括ケアシステムの政策評価

や政策提案を行 う。

長崎市まちんなかラウンジ

蕃を余儀なくされた患者やその家族が病気や障害により

長 浜 市 議 会

安心 して療養の



( N03 )

場所を選択 し生活できるよう介護福祉の相談等の「包括的支援機能 |を併せ持つ

総合相談窓 口の設置。

元気な うちから手帳

本人の選択 と本人 。家 族 の′い構 え_″ 形 成 してい くために 生 の昇 終 階医療段

における普及・啓発 を行 う∩

地域包括センター

少子高齢化や単身 の増加、地域のつなが りの希薄化な どが淮みミ福祉

ズも夕多様化 し複雑化 している中、高齢、障害、子育て、生活困窮者などに渡る福

祉分野に関連す る相談に対応す るために相談窓 口を設置∩

○地方独立行政法人方式について

長崎みなとメディカルセ ンターは、前病院事業の赤字が り議会か ら決算不

認 定を受 けた ことカミあ りれ 立 法 人イヒを絵討 したハ議会か ら 距 離 カミ榛 くれ るの

ではないか と不安 の F呵 があつたが 独立法 人に移行 と同時に病 院の陣て替 えを

窯流ハ 方PFI 式 で 加 域 イこ経 済効 果 澁漂 元 弁行 う ル狩給討
~実

行 庁款 の変更、し

議案 として議会 に 出、議会で否決 され り建設予算が凍結 された リハ ―ヽドルが

ゝっ で セ ンター め さ て い

の したが 2 セ ン

人移行後、初年度 は 4 億 円の黒字 狩計上 したがあくまで帳簿 上 の黒字であ り、

実益ではない命令 2 3 年は新型 コロナ ウイルスの交付 に よ り 20億 円の黒

字を計上 したが、令禾日4 5年は、20億円近い赤字になる であるハ長崎市に

は長崎原発病院が存在 し県からは、指定管理者制度の導入の提案カべあったが、互

いに病院を建て え を した 結果、医療 資源 の取 △ いになっ

0地域医療 と入退院支 携 ガイ ドブ ック 1こ ついて

地域包括推進協 において、在宅医療 。認知症対策・介 予防の 3つの分野

において推進会議 を
~芙

怖 したハ入退院支援連携ガイ ドブ ックの作成については、

ケアマネが医療機 の入院 (転院)及び退院す るにあた り、 療 と介護 が連携 し

た めの生 お

長 浜 市 議 会

ための



なルール をま とめた入退院 ガ ブ ヽ
ソ ク で ある^

( N04 )

可能性がある高齢

イ ド

認知症高齢者見守 事業 として、認知症で行方不明にな

者を早期に発見 し、その居場所を家族に伝え、事故の未然防止力図るため「オレ

ンジみま辛ゝリペンダン ト (GPS)1 苺筆済歩西R布 され て セ ヽる 、

要援護者登録制 で、一 人暮 らしの高齢者 を登録 し日頃の 界′守 りや 災害時の

支援体制を整 えるために活 用されてい るハ

シニアお 出かけ 事 業 として 75 歳以上の高齢者に対 して本涌者 の助成 を

されている、

・行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

当市において 1)、 人 口 減少紺策 喫緊の誤頴であるぉそんなイま 中 で 移住 庁住 の充

実を計 ることが重 で あ ると溢幸ゝに、情報発信の強化 としてHPの リ ユ~ア

ルや SNSで の情報発信が必要 で あ る ^

どちらの市町で も、介護 人材不足で介護 の申請 に応 えられない状況にあ り、介護

人材の確保 に取 り組む必要がある∩

終末期 を迎 える患 が望む介誇形熊や療養場所 について 狩含 め市の相談窓

口をつ くつてい く必要があるのではないかハ

病院事業においては、人口減少によ り患者教が減 る中、独立行政法人化は他の病

院 との点者 の奪い合 しヽ t 止 り経 営 々圧 i白 す 指庁管理 の中でる 診 磨 科 を一つ に

して患者数の減少に対応 してい く∩

認知症黒者 についてι丈 GPSの 率信機の管 し出しをして、 者 の 界J守 りを して

いく必要があるのではないか∩

長 浜 市 議 会


